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 2学期がスタートして1週間が経ちました。まだまだ残暑が厳しいですね。そして、そろそろ台風上陸や

秋雨前線のことを耳にする時期となりました。夏はゲリラ豪雨、秋は台風と秋雨前線など、大雨による災

害に対して気の抜けない日が続きます。 

 さて、2 学期は行事が充実する学期です。緑ヶ丘中学校には、三大行事とよばれる大きなイベントがあ

ります。それは、「文化発表会」、「体育祭」、「校内音楽会」です。1学期で育ってきた絆がますます太く、 

そして強くたくましく育っていくことと期待しています！！ 

 

◇ 教育実習とインターンシップ制度について 

  8月 31日からの 3週間で教育実習が、９月１日から１０日まででインターンシップ制度が実施され

ています。生徒の皆さんと一緒に学ぶ大学生のお二人を紹介します。精いっぱい頑張っていただき、 

お二人にとっても、生徒の皆さんにとっても有意義な期間にしたいと思います。 

①  名前  ② 教科  ③ 学級活動を行うクラス  ④ 一言メッセージ  です。 

             

① 谷木 愛恵（たにき かなえ）               ① 辻村 朱里（つじむら あかり） 

②  数学    ③ 2年 4組                  ② 理科     ③ 全学年にまたがります        

④ 教育実習生として３週間お世話になります。    ④ 今日から８日間、緑ヶ丘中学校でお世話にな 

皆さんとたくさんお喋りしたいと思っています。    ります。少し短い期間ですがみなさんとたくさん 

好きな食べ物はラーメンです。よろしくお願い    お話ができることを楽しみにしていします。よろしく 

します。                                  お願いします！                         

 

◇ 文化発表会に向けて 

今年度の文化発表会は、９月１８日（金）になります。それぞれの部門や部活動などの準備を着々と

進めていきたいところです。みんなで協力することの喜びや一体感、達成感をしっかりと味わいながら

準備期間をも満喫してほしいと思います。そして当日は、他のグループの成果もじっくりと鑑賞しましょう。 

今年度の文化発表会スローガンは、学校スローガンと同じく「未来に羽ばたけ緑中魂!」です。 



完成したものは、生徒昇降口に掲げられる予定です。自分らしさを出し合い、お互いを認めることで 

つながりを強め、信じあい、足並みをそろえながら、力を発揮していきましょう。学級での皆さん、文化 

部としてのみなさん、委員会としてのみなさん、それぞれの場所で力を発揮してくれることを期待して 

います！ 

       

◇ 二百十日（にひゃくとおか）・二百二十日（にひゃくはつか） 

  「雑節（ざっせつ）」の一つで「立春（りっしゅん）」（2 月 4 日頃）を 1 日目として、210 日目にあた

る日を「二百十日」、２２０日目にあたる日を「二百二十日」といいます。今年は、9月 1日、９月１１日で

す。 調べてみると、稲の開花期にあたる上で、台風が襲来する時期となるということで、昔から農家の

方にとっては災難が起こりやすい 「厄日（やくび）」 として警戒されているようです。 

★雑節★ 季節の移り変りをより適確につかむために設けられた特別な暦日のこと。 

雑節としてよく知られているのが、「節分」や「彼岸」ですね。    

      

 

  ｂｒｅａｋ ｔｉｍｅ    ケーニヒスベルグの橋 

               
 ケーニヒスベルグには、プレーゲル川という大きな川が流れていて、七つの橋と ２つの島があったそ

うです。この 7つの橋を1回ずつだけしか通らずに、すべてを通って元の場所に帰ってくるような散歩は

できるでしょうか。ただし、出発はどこからしてもかまいません。 

  下の図のように、7つの橋（橋 A、橋 B、橋 C、橋 D、橋 E、橋 F、橋 G）と、４つの地域（島①、島②、 

 街①、街②）に分けて考えてみてください。 

 

          

 

★答え たとえば、スタート地点の地域から橋を渡って「出る」と「入る」が同じ回数にならなければ元

の場所に戻ってこれません。つまり、かかっている橋の個数が偶数個でなくてはならないのに、上の図で

は４つに地域にかかる橋はすべて奇数個ですので、この散歩は不可能です。 
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